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が、この時、好中球の特異的マーカーであるLy6Gを用いて、好中球のrMophs分画への混入の程度
を検討した。さらにこれらの検討をもとに、rMophsのFCM解析に最適な好中球を除外するアルゴ
リズムを確立した。また、CD11c特異的Shp1欠損マウス（Shp1 CKOマウス）を用いて、rMophsの
病態への関与を検討した。Shp1 CKOマウスは樹状細胞のマーカーであるCD11cを発現する細胞に
おいて、抑制性シグナル伝達分子のShp1を特異的に欠損させた遺伝子改変マウスであり、加齢に
伴い自己免疫性腎炎を自然発症する特徴を有する。本研究では、腎炎発症前の若年Shp1 CKOマウ
スにウシ血清アルブミン（BSA）を免疫することによる誘導される実験的腎炎を用いて、今回我
々が確立した実験手法の有効性を確認した。 
 
【結果】 
rMophsの単離に際しコラゲナーゼ処理を用いることで、その収量が著明に増加した。特に
F4/80high rMophsが有意に増加した。また、Ly6Gを指標に好中球を同定すると、CD11b+Ly6C+ 
rMophsの中にはLy6G陽性細胞が約30%混入することが判明した。また、これらのLy6G陽性細胞を
メイ・ギムザ法により染色して観察したところ、好中球に特徴的な形態を示すことが確認できた。
これらの結果から、rMophsのFCM解析においては、コラゲナーゼを用いて腎臓を処理すること、
そして、Ly6Gを用いて好中球を除外することが重要であることが明らかになった。また、Shp1 
CKOマウスはBSAを用いた実験的腎炎に感受性を示した。腎炎を発症したShp1 CKOマウスを用いて、
今回確立したFCM解析を行うと、F4/80high rMophsが有意に増加していることが明らかになった。 
 
【考察】 
rMophsのFCM解析では、コラゲナーゼ処理による細胞の単離が重要なステップであり、特に
F4/80high rMophsの単離には必須であった。すなわちコラゲナーゼを用いずにrMophsを解析した場
合、rMophsの重要な亜分画が取得できず、解析結果に重大な影響を及ぼすものと考えられた。さ
らに、好中球を除外するアルゴリズムを適応しないでFCM解析を行うことは、好中球が混入した
rMophsを解析することとなり、実験結果の混乱要因になると思われた。また、確立した方法によ
るShp1 CKOマウスを用いた解析では、F4/80high rMophsが腎炎の発症に関与している可能性が示唆
された。今回我々の確立した解析法は、rMophsのFCM解析に有用な方法であることが判明し、腎
炎の病態解明においては重要な手法となることが期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
